
－1－ 

0 20 40 60 80 100

総　数

内容もだいたい知っている

■住宅性能表示制度の認知度

（％）

知っている〈86.4％〉

名前くらいは知っている

まったく知らない

無回答

（ｎ＝1,137）

1.3

51.0 35.4 12.3

（ｎ＝982：住宅性能表示制度
　　　　　　 を知っている者）

■住宅性能表示制度を活用した住宅のメリットの認知度・魅力度

（％）

住宅の性能が、住宅性能評価書により明確に
表示され、相互に比較できること

住宅供給者との紛争が発生した場合、安価で
迅速な紛争処理が受けられること

資産価値（将来の売買価格など）への反映が
期待できること

民間住宅ローンの金利や地震保険の保険料
などの優遇措置が用意されていること

0 20 40 60 80 100

第三者機関による評価（現場検査等）を受けて
いるので安心できること

《マルチアンサー》

知っている
（認知度）

魅力を感じる
（魅力度）

71.2

87.4

47.9

53.5

37.1

36.8

68.0

50.0

52.4

45.6

■平成１６年度住宅市場動向調査（住宅性能表示制度アンケート）結果の 

主要なポイント 

 

○住宅性能表示制度の認知度 

■約９割の居住者が、住宅性能表示制度を知っている 

（内容もだいたい知っていると答えた居住者は過半数） 

 

 

 

 

 

○住宅性能表示制度を活用した住宅のメリットの認知度・魅力度 

■約７～９割の居住者に、第三者機関の評価を受けていること、住宅の性能が相互比較でき

ることが住宅性能表示制度のメリットであると認知されている 

■「性能の相互比較が可能」と｢第三者機関による評価」というメリットは魅力度に比べて

認知度の方が高く、「安価な紛争処理が利用可能」、「民間ローン等の優遇措置」というメ

リットは認知度に比べて魅力度の方が高くなっている 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料１ 



－2－ 

0 20 40 60 80 100

①構造の安定に関すること

②火災時の安全に関すること

③劣化の軽減に関すること

④維持管理への配慮に関する
　 こと

⑤温熱環境に関すること

⑥空気環境に関すること

⑦光・視環境に関すること

⑧-１ 音環境に関すること
　　　　（外部騒音）

⑧-２ 音環境に関すること
　　　　（上下階音）

⑧-３ 音環境に関すること
　　　　（隣戸音）

⑨高齢者等への配慮に関する
　 こと

（％）

※〈ゴシック体〉は、重視度
　（重視した＋やや重視した
　 の合計値）を表す。

■現在の住宅を建築又は購入した際の性能表示項目の重視度

重視した

やや重視した

あまり重視しなかった

全く重視しなかった

無回答

（ｎ＝1,137　ただし、⑧-２、⑧-３はｎ＝554（共同住宅のみ対象））

65.5 24.5

32.9 40.5 21.5

28.4 24.940.5

24.0 28.641.7

22.7 29.640.7

30.0 22.341.2

37.9 17.339.8

31.8 19.339.2

41.3 13.940.4

37.9 15.741.5

23.6 30.536.4

7.2 1.8

2.1

1.0

3.0

3.3

3.0

3.0

2.7

4.2

2.8

3.8

2.7

1.9

3.0

2.6

7.0

1.3

1.4

5.6

3.1

3.4

3.9

〈81.7〉

〈79.4〉

〈60.0〉

〈71.0〉

〈77.7〉

〈71.2〉

〈63.4〉

〈65.7〉

〈68.9〉

〈73.4〉

〈90.0〉

○現在の住宅を取得した際の性能項目等の重視度 

■「①構造の安定に関すること」を重視した居住者が９割で最も重視度が高く、最も低い項

目は「⑨高齢者等への配慮に関すること」の６割となっている 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



－3－ 

0 20 40 60 80 100

0 20 40 60 80 100

満足している

まあ満足している

多少不満がある

非常に不満がある

わからない

無回答

■現在の住宅に対する満足度

40.4 43.7

1.0

6.56.6 1.8

26.6 53.7 5.5

0.6

10.6 3.0

2.4

19.5

21.8

54.6 9.6 12.8

46.7 9.8

0.8

1.0

17.3 3.4

2.6

19.3 50.8 14.8 11.5

0.8

2.7

27.5 50.4 10.88.0

0.6

2.6

32.4 48.5 12.6

1.3 2.8

30.3

21.8

48.6

43.5 23.1 7.8

12.8

1.3

2.5

1.6
3.2

24.8 44.3 17.7

1.1

3.4

4.5

7.6

21.5 52.1 8.6

0.9

12.7 4.3

19.3 61.5 9.2

0.8

9.2

32.7 55.3 9.6

0.7

1.7
（ｎ＝1,137）

〈80.8〉

〈84.1〉

〈80.3〉

〈68.5〉

〈74.1〉

〈70.1〉

〈77.9〉

〈80.9〉

〈65.3〉

〈78.9〉

〈69.1〉

〈73.6〉

〈88.0〉

①構造の安定に関すること

②火災時の安全に関すること

③劣化の軽減に関すること

④維持管理への配慮に関する
　 こと

⑤温熱環境に関すること

⑥空気環境に関すること

⑦光・視環境に関すること

⑧-１ 音環境に関すること
　　　　（外部騒音）

⑧-２ 音環境に関すること
　　　　（上下階音）

⑧-３ 音環境に関すること
　　　　（隣戸音）

⑨高齢者等への配慮に関する
　 こと

●９つの性能表示項目の総合評価

●現在の住宅に対する総合評価

※〈ゴシック体〉は、満足度
　（満足している＋まあ満足
　 しているの合計値）を表す。

（％）

（％）

（ｎ＝1,137　ただし、⑧-２、⑧-３はｎ＝554（共同住宅のみ対象））

○現在の住宅に対する満足度 

■現在の住宅に対する総合評価について、約１／３の居住者が「満足している」と答え、｢ま

あ満足している」とあわせると、約９割の居住者が現在の住宅に満足感を抱いている 

■ほとんどの性能表示項目について、約７～８割の居住者が、現在の住宅の性能に満足感を

抱いている 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【注記】 

本文及び図中の構成比に関する数字は、小数点以下第２位を四捨五入して、小数点以下第１位

までを有効数字として表章した。 

したがって、構成比の合計数字が 100％とならない場合がある。 
 


